
    北陸の新都心
「国際都市こまつ」

科学と交流

世界からも評価される文化と自然
「THE JAPAN」北陸の発信地

国内外の大学や産業との
連携が強いたくましいまち

ビジネス・教育・観光で
海外と行き交うまち

2010 年 4 月　道の駅こまつ木場潟オープン
2013 年 2月　全国植樹祭の会場に木場潟決定
木場潟 , 日用杉 , 苔
６次産業 , 米などの販路拡大
里山活性化 , 里山自然学校

2011 年 5月　こまつの杜オープン
サイエンスヒルズこまつ
産業人材の育成
大学・企業との連携
ものづくり産業

2013 年 5月　こまつ曳山交流館みよっさオープン
子供歌舞伎 , 町家 , 九谷焼 , 寺社
各種サミット等を開催
　2012 年 9月　奥の細道こまつサミット
　2012 年 11 月～　加賀赤絵展
　2013 年 4月　全国さくらシンポジウム

小松空港の機能拡充
930E　EV バス 
ボンネット型特急電車など
航空プラザ飛ぶぅ～ん
乗りものの動物園
2013 年 1 月
　空の駅設置　10 月本格オープン
2013 年 11 月
　全国産業観光フォーラム開催

１．ＪＲ小松駅を南加賀のターミナルに
　・「サイエンスヒルズこまつ」の運営準備や大学との連携を加速
　・合わせて駐車場を整備（86 台）　【208 百万円】

　・れんが花道通りを「光・花・緑・モニュメント」で美しく演出

２．世界に誇る文化と自然を国内外に
　・発信拠点「空の駅」の整備に本格着手　【29 百万円】

　・「歌舞伎のまち」を積極的に発信
　　　カブッキー・イメージマークをプロモーション
　　　歌舞伎役者による体験教室の開催　など
　・里山自然学校こまつ滝ヶ原の魅力アップへ，
　　トンボの楽園を拡大整備
　・木場潟をフィールドに金沢大学との植樹祭連携プロジェクト展開
　・道路など木場潟周辺環境を整備　【111 百万円】

３．北陸の新都心「国際都市こまつ」へ
　・留学生によるまちのリサーチと提案へ，連携プロジェクト開始
　・留学生や海外駐在経験者を講師に，子どもたちが世界を学ぶゼミ
　　を実施
　・姉妹都市，友好交流都市に加え，台湾や新たにドイツとの交流を
　　開始

１．全国の模範となる農林水産業に
　・産学と地域連携で，6次産業の新たな取り組みに着手
　　― ( 仮 ) こまつ・アグリウエイプロジェクト ―　【30 百万円】

　・商品の開発促進と「環境王国こまつ」のプロモーションを一層展開

２．バランスのとれた産業都市へ
　・新ビジネスや省エネルギー化などへの取り組みを積極的に支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【10 百万円】

　・女性の視点によるプロデュースで，地域産材の利用をさらに促進

３．人材育成でまちの底力アップ
　・大学連携によるものづくり人材育成に向け，寄附を基金に積み立て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【10 百万円】

北陸の成長を引っぱる「国際都市こまつ」へ　

たくましい「ものづくり」のまちへ　

歌舞伎のまち

乗りもののまち 環境王国こまつ

進化

産業

北陸の際立ったまち
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「北陸の際立ったまち」を目指して　　新幹線金沢開業・全国植樹祭を追い風に　『平成 25年度 6月補正予算案の主な特長』1
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◆出産・子育てしやすいまち ◆高齢者が住みよいまち

◆財政力のあるまち

市債残高

子どもたち , みんなの夢のために 成長 日本一ここちよいまちへ　 くらし

まちづくりに魂を込める行政へ　　　　　改革

１．子どものすこやかな成長をサポート
　　～妊娠から成人まで～
　・子どもの医療費助成を拡充
　　15歳以下⇒18歳以下　【23百万円】

　・妊娠，産後の母親への育児・家事のサポート
    　体制充実
　・私立保育園における保育士等の待遇改善　【59百万円】

　・公私立保育園の施設環境整備を促進　【461百万円】

２．夢を描き成長できる環境づくり
　・理科教材の充実やＩＣＴ機器を活用した教育の拡充など，世界
　　で活躍する人材育成を推進　【19百万円】

　・小中学校体育館リニューアル，プール改修，遊具更新の追加実
　　施で，教育環境をさらに向上　【78百万円】

　・末広陸上競技場の周辺整備に加え，こまつドーム屋外運動場改
　　修など，スポーツ施設の機能を強化　【222百万円】

３．女性やシニアの活躍を応援
　・大学と連携し，女性起業チャレンジ塾を拡充
　・女性の活躍で，環境王国ブランドなどをプロデュース
　・生き生きシニアへ，ウオーキングサロンを開設

１．医療・福祉・防災を一段と拡充
　・市民病院の高度医療機器を充実　【352百万円】

　・ひきこもりなどの相談拠点の拡大と戸別訪問で，社会参加を促進
　・自主防災組織における，防災訓練の基本マニュアルを作成
　　（平成25年5月現在結成率96.3％）
　・急傾斜地の崩壊対策，除雪トラック更新など防災力アップへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【33百万円】

２．楽しくスマートな暮らしづくり
　・オールこまつで花いっぱいの品格あるまちへ，
　　フローラルこまつ～花・水・樹～を展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　【12百万円】

　・あいさつ，交通マナー，環境美化で，マナーアップ運動を実施
　・地域のリサイクル拠点設置のほか，景観に配慮したごみ集積所
　　のリニューアル支援
　・屋外型の公衆無線ＬＡＮ対応場所を拡大（那谷寺・安宅の関）
　・地域コミュニティ活動拠点を整備推進
　　（学習等供用施設・コミュニティセンター）　【155百万円】

　・生活関連道路，排水路の整備　【215百万円】

　・粟津駅周辺の魅力アップへ，区画整理を支援　【47百万円】

１．市民から評価される市役所づくり
　・利便性向上のため，コンビニ納税に向けた準備（平成26年度     
　　分～）
　・３Ｄ-ＣＡＤの導入により，業務レベルを向上
　・小学校体育館照明のＬＥＤ化で省エネを強化　【15百万円】

　・土地評価替業務のシステム化により，仕事を効率化
　・市庁舎の自動火災報知機を更新し，安全対策強化
　・観光分野の政策展開を拡充するため，観光と物産に関する組織
　　を(仮)こまつまるごと観光物産局へ統合

２．安心の財政基盤へ
　・平成25年3月（935百万円）に引き続き，市借金を繰上償還し，
　　市債残高減少を継続実施（水道事業・病院事業）【515百万円】

　・土地開発公社の時価簿価差の解消を推進　【120百万円】

３．その他
　・職員人件費を9か月間限定で減額
　　　一般職△2.2%，市長△10%，副市長△5%，教育長△3%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【△94百万円】
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※人口5万人以上の市区
出典：週刊東洋経済「日本のいい街2012」

1990 2000 2008 2012

531

1,142

1,434 1,368

減少へ

2



Ⅰ　まちづくり継続型予算

Ⅱ　主な施策の概要　［  新規　　 事業本格実施･制度拡充 ］ (単位：千円)

１ 北陸の成長を引っぱる「国際都市こまつ」

(1) ＪＲ小松駅を南加賀のターミナルに

ひととものづくり科学館管理運営費  ………11月プレオープン，３月グランドオープン 33,500

高等教育機関連携推進費  ……………………サイエンスヒルズでの大学連携 1,000

 サイエンスパーキング整備費  ………………駐車場整備(86台) 208,000

 れんが花道通り景観整備費  …………………光･花などで駅西玄関口の装いを新たに 13,500

(2) 世界に誇る文化と自然を国内外に

 「空の駅」整備費  ……………………………10月1日 本格オープン 28,500

イメージアップ推進費  ………………………カブッキー･イメージマークのプロモーション 4,500

歌舞伎のまち小松推進費  ……………………日本舞踊家や歌舞伎役者による体験教室 2,000

 北陸新幹線開業ＰＲ推進費  …………………オール石川での開業ＰＲに向けた拠出金 110,000

 里山自然学校こまつ滝ヶ原活動費  …………「トンボの楽園」拡大 6,980

 木場潟周辺自然環境調査費  …………………動植物調査(金大包括連携協定の一環) 1,000

修景公園管理費  ………………………………環境学習施設展望台(木場潟公園)の整備等 11,000

特別道路整備費，観光道路整備費  …………木場潟公園線,今江三谷ﾊﾞｲﾊﾟｽ線,那谷寺地区 110,900

(3) 北陸の新都心「国際都市こまつ」へ

 留学生こまつリサーチャー活動費  …………外国人による魅力･課題のリサーチと提言 1,800

 こまつグローバルゼミナール推進費  ………留学生や海外駐在経験者による国際理解教育 2,000

まちづくりを切れ目なく，スピードを上げて実行！

６月補正予算案の概要

進化

３月補正 当初予算 ６月補正

国の大型補正
予算を積極活用

福祉，教育，くらしの
充実，人材育成
などを継続計上

「北陸の際立ったまち」
を目指して予算計上



２ たくましい「ものづくり」のまちへ

(1) 全国の模範となる農林水産業に

農林水産振興基金積立金  ……………………６次産業の推進(企業よりの寄附) 50,000

(仮称)こまつ・アグリウエイプロジェクト推進費　

……… ６次産業商品の開発促進(企業･ＪＡと連携) 30,000

 環境王国プロジェクト推進費  ………………ブランド商品開発・販売促進 4,300

農業経営体育成支援費  ………………………農業機械購入支援 17,190

水利施設改修費  ………………………………暗渠排水整備(古府地区) 42,450

市単土地改良費  ………………………………用排水路，農道舗装等 22,900

(2) バランスのとれた産業都市へ

 経営モデルチェンジ支援費  …………………新ビジネス･省エネ化などの取組支援 10,000

 地域産材活用プロジェクト費  ………………女性の視点での地域産材プロデュース 500

(3) 人材育成でまちの底力アップ

産業人育成基金積立金  ………………………産業人材育成の強化(個人よりの寄附) 10,000

３ 子どもたち，みんなの夢のために

(1) 子どものすこやかな成長をサポート

 こども医療費  …………………………………支給対象年齢の拡大(15歳→18歳まで) 23,200

ファミリーサポートセンター運営費  ………産前・産後ママのヘルプサービス 260

 保育士等処遇改善臨時特例費  ………………保育士等の処遇改善支援（私立保育園） 59,000

私立保育所施設整備費補助金  ………………保育園整備支援(８保育園) 435,404

公立保育所施設整備費  ………………………園庭整備(３保育所) 26,000

(2) 夢を描き成長できる環境づくり

理科教材充実費  ………………………………デジタル顕微鏡･液晶モニター(全小中学校) 18,000

ＩＣＴ教育環境整備費  ………………………タブレット型パソコンの導入 700

科学教育振興奨励基金積立金  ………………勝木賞運営(個人よりの寄附) 6,000

小中学校体育館リニューアル費  ……………犬丸小，日末小，月津小，南部中 37,000

小中学校プール改修費  ………………………小学校４校，中学校４校 27,200

遊具整備費  ……………………………………小学校12校(鉄棒，雲梯等) 14,000



産業

成長



 こまつドーム屋外運動場改修費  ……………天然芝→人工芝 191,200

 末広テニスコート改修費  ……………………クレイコート→人工芝（実施設計） 3,500

体操競技施設充実費  …………………………体操器具の更新等 30,400

(3) 女性やシニアの活躍を応援

 女性起業サポート費  …………………………実践コース新設(こまつ女性起業チャレンジ塾) 1,000

 ウオーキングサロン活動支援費  ……………シニアのウオーキング活動促進 2,000

４ 日本一ここちよいまちへ

(1) 医療・福祉・防災を一段と拡充

医療器械購入費  ………………………………高度医療機器の更新等(市民病院) 352,000

 安心生活ネットワーク費  ……………………ひきこもり･閉じこもり相談拠点(４カ所) 7,600

 予防接種費  ……………………………………助成対象拡大(風しん,ＭＲワクチン) 3,480

自主防災組織育成費  …………………………防災訓練基本マニュアル作成等 1,000

 地域自衛消防隊活性化促進費  ………………小型動力ポンプ購入支援 400

急傾斜地崩壊対策費  …………………………中海町，おびし町 13,000

除雪機械購入費  ………………………………除雪トラック，歩道用除雪機の更新 20,000

(2) 楽しくスマートな暮らしづくり

 フローラルこまつ～花･水･樹～推進費  ……市民総がかりの花いっぱい運動 12,000

 環境対策費補助金  ……………………………景観配慮型ごみ集積所設置支援 3,000

 地域ＩＣＴ推進費  ……………………………公衆無線LAN整備(安宅の関･那谷寺(15ｶ所目)) 3,000

学習等供用施設建設費  ………………………木曽地区･不動島地区新築等 139,500

コミュニティ助成費  …………………………コミュニティセンター建設支援(松崎町) 15,000

町内道路改良舗装費補助金  …………………町道整備支援 30,000

道路整備費，道路改良舗装費  ………………生活関連道路整備 114,000

都市排水路整備費  ……………………………浸水対策 71,300

 粟津駅西地区土地区画整理事業費  …………区画道路整備 47,000

くらし



５ まちづくりに魂を込める行政へ

(1) 市民から評価される市役所づくり

 納税方法拡大費(コンビニ活用)  ……………H26年度課税分から対応 12,000

 ３Ｄ－ＣＡＤ活用推進費  ……………………３Ｄ－ＣＡＤ導入，企業への技術修得支援 2,800

 小学校エコ改修費  ……………………………体育館照明ＬＥＤ化(４校) 15,000

 土地評価替業務システム化推進費  …………土地評価替業務の効率化 11,000

　　　　　 　　　 　　  [他に,債務負担行為 11,000]

都市計画調査費  ………………………………都市計画基本図(H16作製)の全面改訂 22,000

庁舎管理費  ……………………………………自動火災報知機更新 19,000

 こまつまるごと観光物産推進費  ……………(仮称)こまつまるごと観光物産局への統合 7,000

(2) 安心の財政基盤へ

市債繰上償還  …………………………………水道事業(114,776)，病院事業(400,000) 514,776

土地開発公社健全化促進費  …………………時価･簿価差の解消 120,000

(3) その他

職員人件費  ……………………………………９カ月間の暫定措置 △ 93,539

　一般職（給料月額，管理職手当） ………△2.2％(教育長 △3％) △ 91,973

　特別職（給料月額，期末手当） …………市長 △10％， 副市長 △5％ △ 1,566

　　地方交付税削減見込額  …………………△94,000

改革

市債残高の推移 (単位：億円)

区 分 H20末 H21末 H22末 H23末 H24末 H25末見込

一般会計 709 717 713 705 709 710 

特別会計 583 71 69 59 57 54 

企業会計 142 646 633 621 602 594 

合 計 1,434 1,434 1,415 1,385 1,368 1,358 

改善額 － 0 △ 19 △ 30 △ 17 △ 10 

全会計 利子償還額の推移 (単位：億円)

区 分 H20末 H21末 H22末 H23末 H24末 H25末見込

全会計 30.0 28.8 27.4 26.1 23.4 23.0 

改善額 － △ 1.2 △ 1.4 △ 1.3 △ 2.7 △ 0.4 


